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平 川 　 新16
財についても防災対策が「必要である」と回答し
た自治体が、文化財一般の防災対策に対しても一
生懸命やっているという傾向が見てとれる。
　次いで、未指定文化財の所在調査についても
質問した。所在調査とは古文書や古美術品など
の歴史資料が、自治体内のどこにどの程度存在
するかを把握する調査のことである。「所在調
査は必要だと思うか」という問いに対して、62
パーセントが「必要だ」と答えている。「実際
に所在調査を実施したか」に対しては、48パー
セントから「実施している」という回答があっ
た。ただし、どのような所在調査かと踏み込ん
で質問してみると、「数件やった」というとこ
ろがほとんどで、「悉皆調査をやった」という
のは皆無だった。その自治体内のどこに文化財
が存在するのか、そうした調査を実施した自治
体は一つもないということである。
　なぜこうした現状になっているのだろうか。
「未指定文化財の保全を阻害する要因」につい
て尋ねたところ、「予算上の問題」84パーセン
ト、「時間的な問題」76パーセントという順に
なる。予算不足、時間不足とは、要するに人員
不足ということである。文化財担当部局が抱え
る最大の問題がここにあった。「必要とは思わ
れない」6パーセント、「自分たちの職務では
ない」7パーセントも一定割合で存在する。お
そらく未指定文化財の保護は行政の責任ではな
い、という考え方が根底にあるのではないかと
思われる。
　以上、アンケート調査から浮かび上がる現状
を前にすれば、未指定文化財の保全対策を行政
だけで担うことは極めて困難だといわざるを得
ない。行政に対して、なぜ未指定文化財の保護
をやらないのか、未指定文化財の保全も実施す
べきだ、と求める以前に、それを担うことがで
きるキャパシティが行政にはない、と理解した
ほうがよいのではないだろうか。その点にこそ、
文化財行政がおかれた現状の問題点があると
いってよいだろう。したがって、こうした現状
に対応しつつ未指定文化財の保全を進めるため
には、行政や担当者を批判すれば事足りるとい
う問題ではない。そうではなく、このような現
状を踏まえて、私たちに何ができるのか、何を
すればよいのか、という発問を私たち自身に投
げかけることこそ建設的な議論の仕方であろう
と考えている。
　指定文化財に対しては、文化財保護法で定め
られている通り、行政が保護の網をかけること
になっている。法律のしばりのない未指定文化
財についても、部分的ではあれ保全に取り組ん
でいる自治体もある。しかし、圧倒的多数の未
指定文化財は保護の対象ではない、というのが
現状である。
　行政が保護に入るというのは「公助」という
ことになるだろう。指定文化財は明らかに「公
助」の対象である。これに対して、行政に保護
責任のない膨大な未指定文化財は、基本的には
所蔵者が保護することになる。それを保護責任
とまでいえないのは、保護することを義務づけ
られているわけではないからである。したがっ
て保護するかどうかは、所蔵者の意思次第だと
いうことになる。
　所蔵者に保護の意思があれば、もちろん望ま
しい。しかし、では所蔵者のみによる「自助」
は可能だといえるだろうか。もちろん可能な
ケースも存在するだろうが、保護の意思が末代、
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後世にいたるまで継続される保証はない。当世
代の当主に保護の意思があっても、代替わりに
よって家の意思が変わることもあるからだ。
　保護する意思がなければ歴史資料は廃棄され
る。なぜ廃棄されるのかといえば、個人宅に所
蔵されている歴史資料は、保護すべき価値のあ
る存在だと認識されていないことが、しばしば
あるからだ。しかし廃棄するに任せるわけには
いかない、というのが私たちの活動である。だ
からこそ、保護のために介入することになる。
おわりに －共助の手を－
　このように未指定文化財の場合、保護する意
思の有無にかかわらず、「自助」によって歴史
資料を保全していくことには常に困難がともな
う。では、どうすればよいか。歴史資料の所蔵
者に対して、「共助」の手を差し伸べることし
かないだろう。歴史研究者や歴史遺産の保全に
携わっている諸団体、あるいは郷土史研究会等
が、行政と連携しながら、個人所有者に「共助」
の手を差し伸べて保全を促していくという体制
である。
　歴史文化遺産を千年後まで残すためには、行
政まかせ、所蔵者まかせでは、ほとんど不可能
だといってよい。いまや、学官民の総力を挙げ
て取り組んでいくということが求められてい
る。宮城資料ネットは今後も史料所蔵者とのつ
ながりを深めて「共助」の体制をとり続けてい
くが、学官民それぞれをつなぐ役割をもはたし
つつ、古文書を千年後まで残すことに努めたい。
これが私たち NPO宮城資料ネットに集う会員
一同の思いである。
